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金山町の人口は、5,870人
９月末現在

男性　2,841人（－２）
女性　3,029人（－３）
世帯数　1,780世帯
●出生／４人　●死亡／９人
●転入／４人　●転出／４人▶９月の異動

朝夕７時にサイレンを鳴らします！
　住宅用火災警報器の設置はお済みでしょうか。
火災で亡くなった方のほとんどは、煙による逃げ遅
れによるものです。かけがえのない命を守るため、
火災の発生をいち早く知らせることが大切です。住
宅用火災警報器の設置をよろしくお願いします。

平成28年秋季全国火災予防運動

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
登
録
更
新

■
と
き　
平
成
29
年
１
月
25
日
（
水
）
午
後
２

時
〜
午
後
４
時
20
分

■
と
こ
ろ　
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
（
山
形
ビ

ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
）

■
対
象
者　
登
録
有
効
期
限
が
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
の
方

■
必
要
な
手
続
き　
①
登
録
更
新
の
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
②
更
新
講
習
会
の
受
講

■
申
請
期
限　
11
月
30
日
（
水
）

問　
環
境
整
備
課　
環
境
下
水
道
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１

　
　
（
内
線
２
７
９
・
２
８
０
）

親
世
代
の
た
め
の

　
　
　
結
婚
応
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会

■
と
き　
12
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
15
分
〜

午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル（
２
階
弥
生
）

■
対
象
者　
未
婚
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
親

■
内
容　
講
演『
何
の
た
め
に
結
婚
す
る
の
か
』

そ
の
ほ
か「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

に
よ
る
個
別
相
談
会
の
開
催

■
申
込
期
限　
11
月
25
日
（
金
）

問　
山
形
県
子
育
て
推
進
部
子
育
て
支
援
課

　
　
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
６
６
８

最
上
さ
く
ら
ん
ぼ

　
　
　
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

■
と
き　
11
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　
農
林
大
学
校
「
緑
風
館
」

■
対
象
者　
さ
く
ら
ん
ぼ
栽
培
に
興
味
の
あ
る

方
、
新
た
に
栽
培
し
て
み
た
い
方

■
内
容　
さ
く
ら
ん
ぼ
栽
培
の
基
礎
研
修

■
主
催　
最
上
さ
く
ら
ん
ぼ
ブ
ラ
ン
ド
確
立
推

進
会
議

■
参
加
費　
無
料

座
布
団
を
お
譲
り
し
ま
す
！

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
く
し
苑
」
の
座
布

団
の
買
い
替
え
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て

い
た
座
布
団
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。
か
な
り

古
い
座
布
団
で
す
が
、
ま
だ
使
用
で
き
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
左
記
の
条
件
に
合
致
す
る
方
に

お
譲
り
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象　
町
内
の
公
共
施
設
（
各
地
区
公
民
館

等
）ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
施
設（
Ｎ

Ｐ
О
や
社
会
福
祉
法
人
等
で
管
理
す

る
施
設
等
）

■
申
込
期
限　
11
月
25
日
（
金
）

■
ご
注
意　
個
人
の
方
に
は
お
譲
り
い
た
し
か

ね
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
６
１
）

森
図
書
こ
ど
も
ま
つ
り

■
と
き　
11
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
前

12
時
15
分

■
と
こ
ろ　
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　
（
一
部
）
紙
芝
居
、
し
か
け
絵
本
、
人
形
劇

な
ど

　
（
二
部
）
大
学
生
や
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
と
縁
日
風
の
遊
び

　
（
そ
の
他
）
駄
菓
子
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り

■
出
演　
き
つ
ね
の
ボ
タ
ン
（
運
営
）、
山
形

大
学
チ
ー
ム
道
草
・
新
庄
南
高
校
金

山
校
（
協
力
）

問　
金
山
町
教
育
委
員
会
（
主
催
）

　
　
☎
52

－

２
９
０
２

問　
最
上
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課 

梅
津

　
　
☎
29

－

１
３
２
８

眠
っ
て
い
る
ス
キ
ー
ウ
エ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
品
目 

 

ス
キ
ー
ウ
エ
ア
の
み

■
サ
イ
ズ　
小
学
校
高
学
年
用（
男
女
問
わ
ず
）

１
３
０
〜
１
６
０
㎝
程
度
の
も
の
、

大
人
用
（
男
女
問
わ
ず
）

■
受
付
場
所　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

事
務
局（
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
）、

最
上
管
内
お
近
く
の
消
防
支
署

■
受
付
期
間　
12
月
22
日
（
木
）
ま
で

■
受
付
時
間　
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
・
各
消
防

署
と
も
に
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

■
お
願
い 
沖
縄
か
ら
交
流
事
業
で
く
る
児
童

に
提
供
す
る
も
の
で
す
。
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
し
た
状
態
の
も
の
や
汚
れ

の
少
な
い
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
総
務
課

　
　
☎
22

－

２
６
７
４

平
成
28
年
度
「
地
域
学
交
流
集
会
」

■
会
場 

 

遊
学
館
３
階 

第
１
研
修
室

■
対
象　
「
山
形
学
」地
域
連
携
講
座
実
施
団
体
、

県
内
外
の
地
域
学
実
践
団
体
・
教
育

機
関
・
個
人
、
生
涯
学
習
や
地
域
学

に
関
わ
る
行
政
担
当
者
、
地
域
学
に

関
心
を
持
つ
人
な
ど
50
名
程
度

■
テ
ー
マ 

 

明
日
を
つ
く
る
地
域
学

■
内
容　
地
域
の
魅
力
や
課
題
を
学
び
、
地
域

の
明
日
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、

地
域
づ
く
り
を
着
実
に
行
っ
て
き
た

公
民
館
に
お
け
る
地
域
学
の
展
開
事

例
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
、
互
い

の
資
質
向
上
を
図
る
。

■
主
催　
（
公
財
）
山
形
県
生
涯
学
習
文
化
財
団

（
後
援
） 

山
形
県
教
育
委
員
会

■
日
時 
11
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
午

後
４
時
10
分

■
参
加
費 

 

無
料

■
託
児 

 

有
り
／
無
料
（
要
事
前
申
込
）

問　
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
振
興
部

　
　
☎
０
２
３

－

６
２
５

－

６
４
１
１

新
庄
吹
奏
楽
団「
第
33
回
定
期
演
奏
会
」

■
日
時　
11
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
開

場
、
午
後
２
時
開
演

■
会
場 

 

新
庄
市
民
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　
一
般
５
０
０
円 

学
生
３
０
０
円 

（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

■
演
目　
オ
セ
ロ
（
全
曲
）、
情
熱
大
陸
、「
も

の
の
け
姫
」Highlights 　
ほ
か

■
司
会　
熊
谷
瞳
さ
ん（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

問　
新
庄
吹
奏
楽
団 

団
長 

小
屋
晶

　
　
☎
０
９
０

－

１
０
６
１

－

１
１
１
８

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の
お
知
ら
せ

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
か
？
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て

い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
わ
か
ら

な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び
被
共
済
者

の
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続
き
（
共
済
手
帳
の

紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た

場
合
は
出
来
得
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や

か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、

ご
相
談
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　
☎
03

－

６
７
３
１

－

２
８
８
７

【11月９日～15日まで】

これって「しつけ」？ それとも「虐待」!?

～11月は児童虐待防止月間です～

知っていますか？
子どもへの虐待のこと

お父さん！お母さん！

●子どもへの虐待とは？
　本来、子どもを守るべき保護者（親や親に代わる養育者）が、子どもの身体や心を傷つ
けることをいい、大きく以下の４つに分類されます。
（身体的虐待）　殴る、蹴るなどの暴力・戸外に閉め出す・やけどさせる など
（ネグレクト）　適切な衣食住の世話をしない・病気になっても病院に連れて行かない など
（心理的虐待）　子どもの心を傷つけることを言う・言葉でおどす・兄弟（姉妹）間での極端な差別 など
（性 的 虐 待）　性的ないたずらをする・性器や性交を見せる など

　これらの行為は、子どもの成長を妨げるばかりでなく、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　命を奪ってしまう危険があります!!

●「しつけ」と「虐待」の違いは？
　しつけとは、基本的な生活習慣や社会のルール・マナーなどを身につけるよう働きかけ
ることです。これは、子どもの発達や理解度に配慮しながら行っていくのもで、暴力や暴
言など（虐待）で従わせるものではありません。
“保護者にとっては「しつけ」のつもりでも、子どもにとって有害ならば「虐待」になります。
「虐待」は、どのような理由であっても正当化されるものではありません ! ”

★子育てに悩んだときは、ひとりで悩まず気軽に相談窓口にご連絡ください★
＃児童相談所（全国共通ダイヤル）　　　　☎１８９（いち・はや・く）
＃全国子育て・虐待防止ホットライン　　　☎０５７０－０１１－０７７
＃金山町 健康福祉課 福祉係　　　　　　　☎５２－２１１１


